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湘南遺産 は 湘南が有する
価値を発見し学ぶ活動を通して
湘南エリアの歴史や文化遺産の

次世代への伝承を目指す事業です

湘南の価値の伝承

難しいことをやさしく
やさしいことをふかく

ふかいことをおもしろく
井上ひさし



●湘南遺産の研究テーマ
・湘南の由来とエリアの研究
・湘南年表の作成
・湘南マップの研究
・湘南遺産ガイドブックの発行
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1968(S43) 高瀬慎吾他「湘南の文学めぐり」湘南紀行文学会編
1977(S52) 草柳大蔵「湘南の50年」バラ出版
1980(S55) 藤沢文庫刊行会「目で見る藤沢の歴史」バラ出版
1987(S62) 湯山学「湘南物語Ⅰ」私家版
1987(S62) みつはし貴義「湘南の逆襲」神奈川新聞社
1996(H08) 吉田克彦「湘南再発見」江ノ電沿線新聞社
1996(H08) 川嶋理夫「新・神奈川県の地理」伊倉退蔵監修
2000(S12) 島本千也「湘南別荘物語」
2005(H17) 小風秀雄「湘南の誕生」藤沢市教育委員会
2006(H18) 本田一壽「湘南雑記」新風舎
2009(H21) 小風秀雄「茅ヶ崎市史ブックレット」

“湘南の由来”関連情報の調査



夢窓疎石

牧谿）

高瀬慎吾

馬場健二

宋迪

湘南村

湘南小学校

科挙制度

山水画

禅宗文化の日本移入

入生田 紹太寺
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建長寺
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相模原市・湘南村/湘南小学校/湘南寺
旧湘南村近くを流れる相模川



2010 (H22)政令指定都市

1995(H７)

三沢村(中沢)

小倉山湘南寺

1950(S25)

1908(M41)

臨済宗建長寺派（３寺院とも小倉村）

相模原市城山町

湘南小学校

1043年(平安時代)開山の湘南寺

小倉村

明治21年の
町村制施行時
に合併 ・小倉村戸長

・漢詩人/大山枕山の塾生

2村を中国の湘南に
見立て湘南村と命名

馬場健二

葉山島村

川尻村

城山町

相模原市緑区

湘南村湘南小学校

健在！湘南小学校

相模原市に 湘南村/湘南小学校

常照寺東光寺 西光寺

東照寺

出典:湘南寺HP/2017,06,20,18:46 



最初に「湘南の由来」を論じた人物→

平塚市中央図書館前の顕彰碑

●「湘南の由来」について初めて本格的に論じた人物。
●湘南の由来論の原点は高瀬が表した「湘南について」(「湘南の文学
めぐり」に掲載)にある。

出典「平塚ゆかりの先人たち」2013

高瀬慎吾

高瀬慎吾ご夫妻

●平塚市の郷土史研究家(1900～1991)。
平塚市・厚木市の文化財保護委員として文化財の調査保全活動や執筆等に尽力。
研究対象地域:平塚市/厚木市以外に中/愛甲/津久井/高座各郡等にまで及んでいる。



京都の西芳寺(苔寺)に 湘南亭が現存 !

「湘南亭」茶室：千利休の次男が荒廃した茶室を再建し小庵として使用した

●1３３９年 松尾大社宮司 藤原親秀が に作庭を依頼、禅宗寺院へ変貌
させ、室町時代の最も優れた庭園とされた。
夢窓疎石は、中国の仏教書「碧眼録」の故事にヒントを得て「湘南亭」と命名した。

●この庭を模して足利義満が金閣寺を、足利義政が銀閣寺を造営した。

●庭園の枯山水は が思慕して来た唐の僧の故事から構想した。

夢窓疎石

夢窓疎石

出典「原色日本の美術15」小学館1967



[湘南亭]茶室

[譚北亭]も
故事から
命名

日本初の
枯山水
石組

夢窓疎石 が作庭とネーミング

湘南亭は が中国の故事から命名夢窓疎石
出典：西芳寺庭園案内図



● 鎌倉末期～室町初期に活動、７朝帝師と仰がれた我が国屈指の禅僧。
７つの国師号をもつ。後醍醐天皇以下７代の天皇の帰依を受ける。
書、漢詩、和歌、作庭は天才の域とされる。

夢窓疎石

● 作庭に被差別の下層職人 山水(さんずい)河原者を活用した。

S45復元の瑞泉寺の禅宗石庭（名勝指定）書院庭園の起源 夢窓疎石像

● 50歳まで人里離れた大自然の中で修行。その間に作庭の極意を掴んだ。

●作庭：西芳寺・天龍寺・円覚寺・瑞泉寺等。「枯山水」の創始者。

和歌：勅撰和歌集11句選出。当時の和歌四天王 吉田兼好でも(徒然草)18首。

出典:Wikipedia 瑞泉寺2017,06,20,20:25 日本語版 出典:Wikipedia夢窓疎石2017,06,20,18:46 日本語版



遊行の先駆者として武家を捨て歌に遊んだ西行。地位・名声を捨てた漂泊者の先駆・西行の
ファンは多く、小田原の俳人・崇雪もそのひとり。西行が、奥州へ行く途中、大磯で詠んだ句から
「鴫立庵」と名付けた。

中世の漂泊者の先駆・西行→大磯で1句！
≪心なき身にもあはれは知られけり鴫立沢の秋の夕暮≫

西行の湘南の足取り：足柄峠、鴫立庵、茅ヶ崎の浜（大庭の砥上原過ぎた辺り）、西行戻り松と江ノ島
弁財天道標（藤沢・片瀬）、鶴岡八幡宮（鎌倉・大蔵）、鎌倉街道（藤沢・宮前・袈裟懸けの松）

西行ファンクラブ

:

出典:Wikipedia一遍2017,06,24,21:27、 Wikipedia世阿弥2017,06,23,17:23, Wikipedia芭蕉2017,06,17,18:21,Wikipedia 西行2017,06,20,20:25 各日本語版 ,



● 時衆:戦場で死の管理,医療(刀傷治療),芸能娯楽。連歌を得意とする。

● 鎌倉新仏教の特質：非人/河原者の救済。時宗が特に積極的。

[一遍聖絵][遊行上人縁起絵]＝乞食/障がい者/病人/非人/遊女まで登場。

夢窓疎石は枯山水の作庭に下層職人[山水(さんずい)河原者]を活用。

● 下級賤民出身芸能者は「阿弥」の称号で活躍した。

● 阿弥に対し力を失った時宗の後を継いだのが禅宗。
茶道・花道・書道・作庭などに禅文化が影響したが、時宗から禅宗への
転換期に がいた。

一遍上人

出典：時宗HP/2017.07,03.15:27

出典：北上市HP/遺跡・史跡アラカルト/2017.07,03.15:45

夢窓疎石

鎌倉新仏教の特質は非人/河原者の救済に



● 出家遁世(とんぜ)：西行が先駆者。
貴族や武家等が出家し旅人になる。
大半が和歌を詠み歌枕を求めて歩く。
数寄と無常感。花鳥風月の始まり

● 踊り念仏に始まる仏教者(時宗)＋民衆(時衆)
→時宗・律宗・禅宗が非人の救済に注力。
→非人は阿弥(あみ)の称号を得て、職芸・
芸能・作庭等で活動。彼らの中に能力を
発揮する者が輩出。

Zeami,Performance Note,楽天ブックスHP
2017,06,22,20:20,

阿弥がつくった日本伝統文化の原型

＊例：観阿弥(申楽→能),世阿弥(能),善阿弥(作庭),
立阿弥/分阿弥(生け花)

＊日本の伝統文化の原型はほとんど阿弥たちによって
つくられた。



瀟湘湖南
＝“湘南”

姉妹都市・彦根市

風光明媚＆神話伝説の地

湘江(湘川)の流れ

衡山のあたり

洞庭湖の南

湘水 (湘江)と瀟水が交わる水郷地帯

現在の湘潭市附近

高瀬慎吾の湘南説からエリアを特定する

洞庭湖の夕暮れ

出典:Wikipedia 洞庭湖 2017,06,20,20:25 日本語版出典:Wikipedia 湘江 2017,05,10,19:10 日本語版



元祖・中国の湘南

衡山

湘譚市

「湘南」と特定
できそうなエリア

福建省

浙江省

広東省

江西省

湖北省

長沙市

Wikipedia 湖南省 2017,05,08,22:27 日本語版 に筆者が加筆



宋の時代、新官吏登用システム・科挙制度が始まる

士大夫（官僚エリート層）が誕生

士大夫の間で「水墨山水画」が興隆

宋の官僚 が「瀟湘八景」という絵画形式を創出し大流行

が描いた「瀟湘八景」が禅文化の一環として日本へ移入！

唐代の貴族文化の時代から
民間活力の時代へ！

士大夫が求めた新しい芸術が山水画。
教養が武器となる時代に！

宋迪（そうてき）

牧谿（もっけい）

士大夫 禅僧が画家の李氏に書かせた瀟湘の風景画「瀟湘臥遊図巻」
出典:文化遺産オンライン2017,06,08,18:45出典:Wikipedia士大夫2017,06,04,21:14 日本語版



“瀟湘八景” 日本へ

「瀟湘八景」の内の「漁村夕照図」

牧谿

歌川広重 [近江八景 矢橋帰帆（やばせのきはん）】

●巻物だった瀟湘八景は、裁断され東山御物の印が
押されたことで、垂涎の的に。将軍・吉宗が ８っの
八景図を一堂に会して観たという逸話が残っている。

●近江八景・金沢八景等の名勝(名数)表現の元となり
流行。「茅ヶ崎八景」「相模川八景」

宋迪

牧谿（もっけい）

●宋末、元初の禅僧。水墨画家として名高く、日本絵画史
で最も高く評価されてきた画家の１人。国宝が数点ある。

出典:Wikipedia牧谿2017,06,23,21:20 日本語版

出典:Wikipedia近江八景2017,06,23,21:20 日本語版



入生田・長興山紹太寺 海老名・瑞雲山竜峯寺

●長興山紹太寺

●瑞雲山竜峯寺

黄檗(おうばく)鉄牛

黄檗(おうばく)木庵

中国からの渡来僧。寺で詠んだ
境内八景の詩「湘江雪浪」で相
模湾を湘江に見立てた。

寺で詠んだ詩で相模川を湘川
/湘浦と表現した。紹太寺開祖。

出典:Wikipedia紹興字2017,07,03,22:14 日本語版 出典:Wikipedia龍峯寺2017,06,23,21:20 日本語版

紹太寺内のコース案内



●江戸時代の相模国に関する詩文に登場する湘南
「湘東＝鎌倉付近」「湘水＝相州の海岸」「湘岳・湘峡＝大山」
「湘川・湘水・湘浦＝相模川」

江戸時代の相模国と湘南の関係

●中国からの禅僧には異民族に追われて国を捨てた漢人の禅僧が多い。
瀟湘の地に思いを馳せる禅僧は身近な景色を中国の湘南に見立てて
懐かしんだ。

湘水

湘東湘岳・湘峡

湘川・湘水・湘浦

●山水画の場合、描かれた土地への関心が作画の動機となる。

「相模原市史/自然編」相模原市総務局2009に著者が加筆



大磯鴫立庵

大磯鴫立庵
鴫立庵内の
標石(レプリカ)

●鴫立庵は京都の落柿舎,滋賀の無名庵と並ぶ日本三大俳諧道場の１つ。

●小田原の が敷地内に立てた標石の碑文「著盡湘南清絶地」
が湘南発祥の地の証左とされている。

●[鴫立庵]という呼称は が大磯辺りで詠んだ 「こころなき身にも
あはれは知られけり 鴫立沢の秋の夕暮」 (古今和歌集) による。

西行

崇雪

こころなき身にもあはれは知られけり
鴫立沢の秋の夕暮

出典：大磯町HP
2017,06,18,19:25出典：大磯町HP

2017,06,18,19:30

湘南発祥の地の証左



崇 雪(そうせつ)

●俳人
本名橋本伊右衛門,
外郎家８代光治/次男,
橋本家へ養子

●外郎家初代：中国浙江省台州出身の陳延祐。
中国,元の高級官僚 (礼部員外郎)
明の勃興で亡命(1368)
博多で医薬を施し、中国の官職名「員外郎」から命名。

●足利将軍の招きで京都へ移住。公家と同格で重用され、医薬業の他、
朝廷ご典医、外国使節接待役、幕府の諸制度顧問等の政治的役割。
消化器系医薬「透頂香（とうちんこう）」は現存する日本最古の薬。
「ういろう」は国賓もてなし用菓子。

1504 応仁の乱で京都が荒廃した際に北条氏の招きで小田原へ移住。

ういろう社（小田原）
出典:Wikipedia「ういろう(薬品)」
2017,06,20,18:45 日本語版

湘南発祥の地を示す標石を建てた崇雪

鴫立庵内の標石



●中国からは幕府に招かれた高僧が多数来日 (北条時宗が
を招き円覚寺を開山) 禅僧来日の背景に南宋の滅亡。

禅宗の時代の日中往復

●平安末期から渡海の危険性が減少,鎌倉時代は海商の商船が博多を
拠点に頻繁に日中間を往復。

●僧侶の渡海も激増,１度に10人以上乗船の例もあり、中国留学が
大ブームに。
→中国からの瀟湘八景イメージの移入は渡来僧だけではなさそう。
この頃の留学僧：栄西(臨済宗開祖/喫茶),道元(曹洞宗開祖)等。

●黄檗宗 :隠元、萬福寺(京都)

無学祖元

日本の禅宗 開祖 総本山 補注

●臨済宗(14派):栄西、建長寺/円覚寺他、 看話禅（公案について考え悟り目指す)

●曹洞宗 :道元、永平寺(福井)/総持寺、 黙照禅(何も考えずひたすら座禅)



・京の文化が地方大名の憧れ。応仁の乱で下向の公家を歓迎(駿府)
・北条早雲の積極的な文化奨励策。
・和歌は創作だけでなく,本歌取りをして古典教養を示す知的戦い。
・中世は文化が人の生き方を左右し、文化に命がかかっていた時代。

武家文化と禅文化の親和性

●文化が武器となった時代（小田原の例）

●武家時代と禅宗は親和性が高く,禅宗文化展開の下地を構築。

●相模川や相模湾が渡来僧に瀟湘を思い起こさせ、禅僧は好んで「瀟湘
八景」の形式を詩画に取り上げたため、湘南の知名度が向上。

●円覚寺の夢窓疎石の周辺に湘南を冠する人物や建築物が出現。

● が北条時宗の招きで来日し,円覚寺を開山。
鎌倉武士の精神と禅が合致し,鎌倉が禅宗の一大拠点に。

無学祖元



「湘南の由来」まとめ

1, 最初に湘南由来説を唱えた人物は高瀬慎吾
2, 京都西芳寺の湘南亭は禅僧/夢窓疎石が中国の故事から命名

→中国の湘南（瀟湘湖南)と湘南亭が直結
3, 宋の時代に山水画と科挙制度が本格化。士大夫が山水画や書画に興味

北宋の官僚/宋迪が瀟湘八景という形式を創出
4, 瀟湘をテーマに士大夫や禅僧が書画を描くことがブームに

牧谿の瀟湘八景が日本に渡り人気沸騰
5, 日中間交流が盛んになり禅僧は瀟湘情報を日本で拡散
6, 渡来僧を中心に相模川を湘川,相模湾を洞庭湖に見立て湘南を国内に発信

帰国した日本の禅僧も湘南を発信
7, 小田原の俳人/崇雪が大磯の庵に湘南を刻んだ石碑を建立
8, 明治21年の町村制施行時に相模原の２村合併に当たり戸長/馬場が

合併村を湘南村と命名
9, 明治25年頃から新聞/雑誌に湘南呼称がしばしば登場

10, 明治33年の徳富蘆花/自然と人生のベストセラーで湘南が一挙に全国区に
やがて太陽の季節で爆発！



ご清聴ありがとうございました

「湘南の由来とエリアを探る」は湘南遺産のHPで毎月１回連載中です。

●その１：京都西芳寺 湘南亭 ●その２：湘南の由来はひとつ?
●その３：相模原市・湘南村/湘南小学校 ●その４：元祖・中国の湘南
●その５：山水画に描かれた中国の湘南 ●その６：瀟湘八景図・牧谿と玉澗


